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序論 : 発光生物ウミホタルやオワンクラゲの発光基質はイミダゾピラジノン環を主骨格に持ち、酸
素との反応により生物・化学発光を示す。当研究室では、生物発光機構に学ぶイミダゾピラジノン化
合物の新しい化学発光機能の開拓を進めている。この中で、6 位に置換フェニル基及びオリゴチオフ
ェン基を導入したイミダゾピラジノン誘導体(10b-d、T1-3)の化学発光特性を調べた結果、置換基の π
共役の大きさと電子供与性がそれぞれ化学発光の反応性と発光量子収率の制御に働くことを見出し
た。これらの知見に基づき、本研究では新たな化学発光性を開拓するため、イミダゾピラジノン環と
置換フェニル基との間にチオフェン環を導入した誘導体及び蛍光色素である BODIPY を導入した誘導
体を分子設計し、置換基の性質が化学発光特性に及ぼす効果について評価した。 
 結果と考察 : 新たな π 共役置換基として 6 位に置換フェニル基を有するチオフェン環を導入したイ
ミダゾピラジノン誘導体 1a-dを合成した。誘導体 1a-dについて、塩基を含む DMSO 中及び酢酸緩衝
液を含むジグリム中での化学発光特性（反応速度、発光波長、量子収率）を調べ、結果を置換ベンゼ
ン誘導体 10b-dとオリゴチオフェン誘導体 T1-3の化学発光特性と比較した。チエニル基とフェニル基
の両方を持つ 1bは、π 共役の拡張により 2 つの溶媒条件での発光量子収率が向上し、T1と T2の中間
の性質を示した。また 1a-d 間の比較では、DMSO 中の化学発光において R の電子供与性が大きくな
るに従って発光量子収率が低下し、逆にジグリム中では向上する傾向を示した。従って、1a-dでは π
共役置換基の電子供与性による効果と拡張による効果が同時に効果を示すことが確認された。さらに
化学励起過程に関する量子化学計算でも、置換基の π 共役系と電子供与性が同時に効果を示す事が確
認された。 
次に、2-フェニルイミダゾピラジノンの化学発光性を開拓するために 6 位に BODIPY を導入したイ
ミダゾピラジノン誘導体 3を合成した。誘導体 3の化学発光特性を調べ、蛍光色素による化学発光特
性への影響を調べた。誘導体 32-フェニル体に特有な遅い反応速度を示し、BODIPY を持たない場合と
比べて発光量子収率が高い値であった。このことから長寿命な化学発光系の量子収率の向上に成功し
た。 
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